
グループ活動報告書 
 

活動先 ＮＰＯ法人りんりん 
 
 
１．プランニングシートで計画した事は達成できたか 
 私達は活動目的として「デイサービスの合同で、今や昔の遊びをしてふれあったり、サ

ーターアンダギー作りをしてみんなで作ることの楽しさや、完成したときの達成感とうれ

しさを感じてもらう」ということを目的に活動してきました。実際に活動してみて、利用

者の中にも参加してくれる方参加しない方がいる為全員に達成感や嬉しさを味わって貰え

たとはいえませんが、楽しんでいただけたのではないかと思います。だから、計画してい

た事は達成出来たのではないかと思います。 
 
２．特に印象的だった活動  
私達が印象に残っている企画は沖縄の企画を行った事です。私達は活動６日間毎日と言

っていいほど企画を行いました。どの企画も印象に残っていて、どれも良い活動でした。

取り組んだ企画として学童でのドッチボール大会やカレンダー作り、高齢者デイサービス

でのサーターアンダギー（沖縄のお菓子）作りや沖縄の踊りなどが挙げられます。なぜ沖

縄の踊りを行ったかというとグループに沖縄生まれの子が二人いて、沖縄についてもっと

いろいろな人たちに知ってもらおうと思ったことがきっかけとなり、この沖縄の企画を考

えた事がきっかけです。また、沖縄の芸能をあまり知らないりんりんの高齢者方に見せた

いと思ったからです。 
 企画ではしっかりとしたものを見せたかったため、半田市で活動している沖縄民謡稲三

会の方に協力を求めました。そして私達も企画を行う前に教室へ行き踊りを教えてもらい

ました。そして、当日デイサービスの施設には多くの人が来てくれました。学校のサービ

スラーニングセンターの職員、デイサービスの利用者、学童の子供達、施設の多くの職員、

施設内は多くの人で溢れました。踊りは沖縄民謡の有名な曲「安里屋ゆんた」などを踊り、

子供達も一緒に踊りました。企画は成功に終わりました。高齢者、子供達、施設職員の楽

しそうな笑顔が見えてとても満足でした。 
 企画を終えて利用者が言った「良かったよ」という言葉を受けて、やって良かったと思

いました。 
 
３．活動を通しての気づき・成長 
 活動初日は、デイサービスの利用者さんに私達から話しかけることができずただ立っ

ているだけで戸惑うことがいくつもあった。施設に慣れていくと、少しずつ話すことがで

きるようになったが、コミュニケーションをとることはとても難しいことだと実感した。

また、学童では、子どもたちから積極的に話しかけてきてくれて、すぐに仲良くなること

ができた。学童の企画のドッヂボール大会では、始めはみんなで楽しむことができたが、

小学生の子どもたちは途中で飽きてしまい他のことをし始める子も何人かいて、大人数で

一緒に一つのことをするのは難しいことだと気付きました。 



私達が活動を通して気づいた事は、メンバーのほとんどが企画を作ることに難しさを感

じていました。実際にやってみないとわからない事はたくさんあります。企画を作る事は、

事前の準備や施設との連絡が大切であるという事を企画を通して知ることが出来ました。

活動の企画をする上で、無理の無い企画作りが大切だという事に気付きました。利用者に

は利用者のペースがあるため、無理やりペースを見出すと疲れるので良くないということ

にも気付く事ができました。 
 私達は活動を通して大きく成長できました。特に成長できた部分は企画を成し遂げる力

が実際についたことです。自分達で企画を計画して、企画を成し遂げる力を得たように感

じます。活動先で受け身ではなく、私たちが利用者にいろいろと与えることができました。

こういう経験はサービスラーニングだからこそ経験できることだと思います。 
  
４．活動を通して見えてきた地域課題や社会課題 
 活動を通してりんりんは、地域に密着した活動を行っているように感じました。りんり

んは茶屋があり、地域の方やデイサービスの利用者が訪れ多世代交流が行われていました。

また、木曜サロン市では手作り惣菜や旬の野菜が販売されており地域の人が買い物に訪れ

ていました。この様な取り組みは地域貢献活動にもなり、さらにりんりんの活動を地域の

方に知ってもらうことにもなります。りんりんは小規模なデイサービスで、利用時間が短

く、家庭的なサロンのような施設が利用者さんにとってはとても落ち着く空間でもある。

また、利用者の方からいい評判がでる事でより一層信頼関係が深まるのではないかと思い

ます。 
  
５．次年度の学生へメッセージ 
 活動に望む前にある程度の活動先の情報を得ることが大切だと思います。また、企画内

容の連絡をしっかり活動先担当者と取る事はとても大切な事であると思います。いきなり

こういうことやりますと言われても活動先の都合もある為しっかり検討しながら企画作り

をすることをお勧めします。企画作りはしっかりと下準備が必要です。わからないことが

あれば活動先に連絡したり担当教員に聞くと良いと思います。また、活動が始まってから

は常に周りを見て積極的に動き活動に望むと良いですね。ただ活動して終わりではなく何

かを目標にしながら活動して行けると良いと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


